
●日本年金機構から、この件でお客さまに
電話やメールで連絡することは一切ありません。

●日本年金機構が、この件でお客さまに
お金やキャッシュカードを要求することは、一切ありません。

●日本年金機構が、この件でお客さまに
ＡＴＭの操作をお願いすることは、一切ありません。

ストップ詐欺被害
「年金情報流出」を口実にした
犯罪にご注意ください！

   　フリーダイヤル 0120-818211　 受付 8：30～21：00（平日および土日）
この件についてのお問い合わせは、日本年金機構専用電話窓口まで
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 熱中症予防は「かくれ脱水」対策から

外出のときに、外気との温度差がある場所では体
温調整を工夫し、食事などで体力を保持するなど、
脱水症を起しやすい環境をできるだけ改善してい
きましょう。

 その夏バテ「かくれ脱水」ではありませんか？　

脱水症とは、単なる水分不足ではなく電解質も同
時に失われた状態のことです。電解質が失われる
と、神経や筋肉に悪い影響が出て、脚がつったり、
しびれや脱力が起ったりします。座って立ち上が
るときにふらついていたり、話をしていて口が重
くなったりした時は「かくれ脱水」を疑うべきで
す。この様なときは、持病のある方を除いて、た
だちに塩分と糖分がバランスよく含まれている経
口補水液を口に含むようにしましょう（薬局で購
入できます）。経口補水液は、体への吸収が速く
体に保持され尿になりにくいので、飲み始めてぐ
っすり眠れるようになったという話も聞きます。

□なるべく暑さを避ける服装になる

□首にスカーフを巻くなど体温調整をする

□扇風機などを使い、部屋の空気を入れかえる

□我慢してクーラーを停めるなど、
無理な節電をしない

□温湿度計を見て、高温多湿を避ける

□エアコンの環境では室内に濡れタオルを
掛けたり観葉植物の水やりなどを行う

□栄養バランスと量を考えた規則正しい
食事を心掛ける

在宅や外出時にできること

出典：教えて！「かくれ脱水」委員会

にご注意！

　夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば
〝
花
火
〞。

　真
夏
の
夜
空
を
彩
る
納
涼
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
今

年
も
各
地
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　隅
田
川
の
大
会
な
ど
も
う
終
了
し
て
し
ま
っ
た

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る

〝
花
火
大
会
〞
も
あ
ち
こ
ち
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
城
北
信
用
金
庫
が
毎
年
特
別
協
賛
し
て
い

る
『
北
区
花
火
会
』
の
よ
う
に
10
月
ま
で
楽
し
め

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
日
本
に
お
け
る
花
火
鑑
賞
の
記
録
に

は
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
有

名
な
の
が
、
江
戸
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
使
者

が
駿す
ん

府ぷ

城
を
訪
れ
た
際
に
、
徳
川
家
康
に
花
火
を

見
せ
た
と
い
う
説
で
す
。
こ
れ
を
機
に
将
軍
家
の

諸
大
名
の
間
で
流
行
し
、
や
が
て
は
江
戸
庶
民
に

広
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
火
災
が
多
発
し

た
た
め
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
り
、
花
火
を
行
う
場

所
も
制
限
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
太
平
洋
戦
争
中
は

製
造
も
中
止
さ
れ
た
り
と
紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

あ
り
ま
し

た
が
、
今
日
で
は
、
日
本
の
花
火
は
世
界
で
最
も

精
巧
で
華
麗
な
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　花
火
と
言
え
ば
「
打
ち
上
げ
花
火
」
を
連
想
し

ま
す
が
、「
線
香
花
火
」
も
な
か
な
か
味
わ
い
深

大
会
名

開
催
予
定
日

メ
イ
ン
会
場

い
た
ば
し
花
火
大
会

８
月
１
日（
土
）

荒
川
戸
田
橋
上
流　

板
橋
側
河
川
敷

戸
田
橋
花
火
大
会

８
月
１
日（
土
）

荒
川
戸
田
橋
上
流　

戸
田
市
側
河
川
敷

江
戸
川
区
花
火
大
会

８
月
１
日（
土
）

江
戸
川
河
川
敷（
都
立
篠
崎
公
園
先
）

松
戸
花
火
大
会

８
月
１
日（
土
）

江
戸
川
河
川
敷（
松
戸
市
立
図
書
館
本
館
先
）

た
た
ら
祭
り

８
月
２
日（
日
）

川
口
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場

江
東
花
火
大
会

８
月
４
日（
火
）

荒
川
・
砂
町
水
辺
公
園

東
京
湾
大
華
火
祭

８
月
８
日（
土
）

晴
海
ふ
頭（
及
び
そ
の
周
辺 

※
１
）

神
宮
外
苑
花
火
大
会

８
月
11
日（
火
）

明
治
神
宮
外
苑

北
区
花
火
会

10
月
10
日（
土
）

荒
川
河
川
敷　

岩
淵
水
門
周
辺

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、
線
香
花
火
は
家
の

中
で
す
る
花
火
と
し
て
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
皆

さ
ま
も
、
お
家
の
中
で
な
く
外
で
久
々
に
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

夏
の
風
物
詩

花
火

８月以降の主な花火大会の予定
（近辺のみ）

※ 実施については、天候・開催団体の都合で変更・中止される場合があります。
※1 中央区内の全会場で入場整理券・招待券が必要となります。
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「
跳
ね
上
げ
橋
」
と
し
て
開
通
し
ま
し
た
。

現
在
は
動
か
な
い
よ
う
に
固
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
昔
は
大
型
船
が
通
過
す
る
た
び

に
、
橋
の
中
央
部
分
が
八
の
字
に
パ
カ
ッ

と
開
い
て
い
た
の
で
す
。
予
約
す
れ
ば
橋

脚
内
部
を
見
学
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

橋
の
内
部
に
設
置
さ
れ
た
３
・
５
ｍ
の

は
し
ご
を
降
り
る
と
、
高
さ
９
ｍ
の
巨
大

な
空
間
が
ぽ
っ
か
り
出
現
。
中
は
ヒ
ン
ヤ

リ
と
し
て
、
ま
る
で
洞
窟
の
よ
う
で
す
。

頭
上
に
見
え
る
橋
の
可
動
部
分
は
約

１
０
０
０
ト
ン
。
普
段
は
、
ト
ラ
ニ
オ
ン

軸
と
呼
ば
れ
る
回
転
軸
を
支
点
に
し
て
、

約
１
０
０
０
ト
ン
の
お
も
り
と
釣
り
合
っ

て
い
る
状
態
で
す
。
船
が
通
過
す
る
際
は
、

モ
ー
タ
ー
で
歯
車
を
回
し
、
橋
を
跳
ね
上

げ
て
い
た
の
だ
と
か
。

「
当
時
は
１
日
５
回
開
閉
し
て
い
ま
し
た

が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
回
数
が
減
り
、

昭
和
45
年
に
と
う
と
う
開
か
ず
の
橋
と
な

り
ま
し
た
」
と
解
説
員
。
何
気
な
く
通
っ

て
い
る
橋
に
も
歴
史
が
あ
り
、
人
々
の
英

知
と
技
術
が
結
集
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

勝
鬨
橋
を
渡
り
月
島
を
過
ぎ
れ
ば
、
築

地
市
場
の
移
転
先
と
な
る
豊
洲
で
す
。
築

地
が
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
て
い
く
の
か
、

こ
れ
か
ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

設
計
し
た
の
は
、
妖
怪
マ
ニ
ア
と
し
て

も
知
ら
れ
る
建
築
家
•
伊
東
忠
太
氏
。

よ
く
見
る
と
、
石
段
の
下
に
翼
の
生
え
た

獅
子
が
！ 

ほ
か
に
も
猿
や
象
な
ど
、
遊

び
心
が
随
所
に
潜
ん
で
い
ま
し
た
。

職
人
の
粋
と
意
気
が
隠
し
味
！

築
地
の
名
物
、
玉
子
焼
き

　

魚
屋
、
乾
物
屋
、
飲
食
店
な
ど
が
軒
を

連
ね
る
「
築
地
場
外
市
場
商
店
街
」
は
、

連
日
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

な
か
で
も
目
を
引
く
の
が
、
約
10
店
舗
あ

る
玉
子
焼
き
専
門
店
。
頬
張
る
と
、
じ
ん

わ
り
ダ
シ
が
染
み
出
し
て
優
し
い
甘
さ
が

広
が
る
玉
子
焼
き
。
な
ぜ
築
地
に
は
専
門

店
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

「
築
地
に
は
昔
か
ら
江
戸
前
寿
司
屋
が
多

く
、
そ
こ
に
卸
す
た
め
の
玉
子
焼
き
を
扱

う
店
も
自
然
と
増
え
ま
し
た
。
う
ち
も
寿

司
屋
だ
っ
た
の
が
、
戦
後
の
食
料
不
足
の

と
き
に
玉
子
焼
き
を
売
り
始
め
た
ん
で
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
１
９
２
４（
大
正
13
）

年
に
「
松し
ょ
う露ろ

寿
司
」
と
し
て
創
業
し
た

「
つ
き
ぢ
松
露
」
の
齋
藤
元
志
郎
さ
ん
で
す
。

　

同
じ
頃
に
創
業
し
た
「
大だ
い

定さ
だ

」
の
野
澤

孝
一
さ
ん
は
、「
昔
は
一
人
で
５
枚
の
鍋

を
使
っ
て
焼
い
て
い
た
よ
。
今
で
は
１
日

１
０
０
０
本
以
上
作
る
け
ど
、
季
節
に
よ

っ
て
焼
き
加
減
を
変
え
る
こ
だ
わ
り
は
変

わ
ら
な
い
ね
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

 「
丸ま
る

武た
け

」
の
伊
藤
光
男
さ
ん
は
、
テ
リ
ー

伊
藤
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
と
し
て
も
有
名
で

す
。「
俺
は
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
商
人

だ
か
ら
ね
、
味
も
接
客
も
衛
生
管
理
も
徹

底
し
て
き
た
よ
」
と
豪
快
に
笑
い
ま
す
。

　

串
に
刺
し
た
玉
子
焼
き
「
玉
串
」
が
人

気
の
「
山や
ま

長ち
ょ
う」
の
松
江
研
一
さ
ん
は
、「
お

客
さ
ま
に
美
味
し
い
玉
子
焼
き
を
食
べ
て
、

築
地
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
の
一
心
で
作
り
続
け
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
味
で
勝
負
す
る
築
地
の
玉

子
焼
き
。
長
く
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
理
由

が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

当
時
の
世
界
最
先
端
の
技
術
力

開
か
ず
の
橋
の
内
部
に
潜
入
！

　

さ
て
、
築
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
も

う
一
つ
、「
勝か
ち

鬨ど
き

橋ば
し

」
で
す
。

　

隅
田
川
の
下
流
に
架
か
る
こ
の
橋
は
、

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
、
日
本
初
の

▶古代インドの仏教建築をモ
チーフとした「築地本願寺」。
本堂・門柱・石塀が2014（平
成26）年に重要文化財に指定。
▼階段の手すりにいたユー
モラスな獅子と馬。

い

Photo:Masaki Iwabuchi    Text:Mayumi Akiyama

地元再発見
シリーズ

築地
界隈の旅

国
内
だ
け
で
な
く
海
外
か
ら
も
観
光
客
が
押
し
寄
せ
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
、
築
地
。

活
気
あ
ふ
れ
る
街
を
支
え
て
い
た
の
は
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
の
な
か
で
育
ま
れ
た

独
特
の
文
化
と
そ
こ
で
働
く
人
々
の
心
意
気
で
し
た
。

先
人
た
ち
の
情
熱
に
思
い
を
馳は

せ
て
。

築
地
を
支
え
る
技
と
心
を
再
発
見
！

酒の肴になる昔
ながらの玉子焼
きだよ！

玉子焼きのアイ
デアを考えるの
が楽しいね。

うちの玉子焼き
はダシたっぷり、
味はマイルド！

ダシは削りたて
の鰹節を使って
いるよ。

▶勝鬨橋の内部。当時の世界最先端の
技術を駆使して造られた。

▲見学ツアーに参加すると、橋の仕組み
を詳しく解説してもらえる。

▲豊洲新市場は2016（平成28）年開場予定。写真は相
生橋から望む豊洲。

不
思
議
な
動
物
が
い
っ
ぱ
い
！

築
地
の
由
来
と
な
っ
た
築
地
本
願
寺

　

4
0
0
年
以
上
続
く
世
界
最
大
の
魚
河

岸
「
築
地
市
場
」
を
抱
え
、
東
京
の
大
繁

華
街
•
銀
座
は
す
ぐ
隣
。
江
戸
の
風
情

を
残
す
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
•
築
地
は
、

不
思
議
な
魅
力
を
放
つ
エ
リ
ア
で
す
。
そ

の
象
徴
が
、
日
本
の
寺
院
ら
し
か
ら
ぬ
個

性
的
な
姿
を
し
た
「
築
地
本
願
寺
」。

１
６
１
７
（
元
和
３
）
年
に
京
都
•
西

本
願
寺
の
別
院
と
し
て
創
建
さ
れ
た
浄
土

真
宗
の
お
寺
で
す
。

　

創
建
当
時
は
浅
草
に
近
い
横
山
町
に
あ

り
ま
し
た
が
、「
明め
い

暦れ
き

の
大た
い

火か

」
で
焼
失
。

本
堂
を
再
建
す
る
た
め
に
八
丁
堀
の
海
を

埋
め
立
て
た
こ
と
か
ら
、
周
辺
が
「
築
地

（
＝
埋
立
地
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
に
よ
り

再
び
本
堂
が
焼
失
。
１
９
３
４
（
昭
和
９
）

年
に
現
在
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

ろはにほ

▶2007（平成19）年に国
の重要文化財に指定され
た「勝鬨橋」。

へ

「
山
長
」２
代
目

松
江
研
一さ
ん

「
丸
武
」3
代
目

伊
藤
光
男
さ
ん

「
大
定
」3
代
目

野
澤
孝
一さ
ん

「
つ
き
ぢ
松
露
」3
代
目

齋
藤
元
志
郎
さ
ん

城北信用金庫 
築地市場支店

城北信用金庫 
中央支店

かちどき橋の資料館

卍 い

へ

墨田川

場外市場

場内市場

築地駅

築地市場駅

日比
谷
線

大江戸線

築地本願寺

勝鬨橋

に
ほ

ろ

は

つきぢ松露

丸武

大定 場外本店山長

浜離宮恩賜庭園

首都
高
速
都
心
環
状

線

新
大
橋
通り

晴
海
通り

▲たくさんの観光客で賑わう
築地場外市場。
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幸
豊
か
な
食
事
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。

主
人
も
私
も
旅
行
好
き
で
、
二
人
で
よ
く

あ
ち
こ
ち
の
宿
を
泊
ま
り
歩
き
ま
す
が
、

あ
れ
ほ
ど
の
ホ
テ
ル
は
初
め
て
で
し
た
。

　

様
々
な
観
光
名
所
を
巡
っ
た
後
の
入
浴

は
ま
た
格
別
。
夜
空
が
見
え
る
吹
き
抜
け

の
大
浴
場
で
は
、
思
い
切
り
身
体
を
伸
ば

し
て
く
つ
ろ
ぎ
ま
し
た
」

　

石
段
を
登
り
き
る
と
、
茅か
や

葺ぶ

き
屋
根
の

民
家
が
軒
を
並
べ
る
見
事
な
街
道
が
眼
下

に
広
が
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
町
並
み
を

今
に
残
す
「
大お
お

内う
ち

宿じ
ゅ
く」（
福
島
県
下
郷
町
）
は
、

日
光
か
ら
会
津
へ
続
く
会
津
西
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
５
月
、
城
北
信
用
金
庫
の

バ
ス
旅
行
に
参
加
し
、
２
日
目
に
大
内
宿

を
訪
ね
た
鈴
木
美
代
子
さ
ん
は
、「
ま
さ

に
絶
景
で
し
た
。
添
乗
員
さ
ん
が
見
守
っ

て
い
て
く
れ
た
の
で
、
安
心
し
て
石
段
を

登
れ
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
ご
主
人
と

城
北
信
用
金
庫
王
子
営
業
部
の
向
い
で
、

さ
ぬ
き
う
ど
ん
の
お
店
（
さ
ぬ
き
や
）
を

営
む
鈴
木
さ
ん
。
城
北
信
金
の
バ
ス
旅
行

に
は
７
年
前
か
ら
毎
回
ご
夫
婦
で
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
午
前
７
時
前
に
、
王
子
営
業
部

前
を
出
発
。
ま
ず
向
か
っ
た
の
は
日
光
山

輪
王
寺
大
猷
院
で
す
。
こ
こ
は
徳
川
三
代

　

翌
日
は
大
内
宿
を
経
て
、
会
津
東
山
温

泉
御
宿
東と
う

鳳ほ
う

で
昼
食
。
郷
土
料
理
の
イ
カ

人
参
や
鯉
の
旨
煮
、
会
津
名
物
の
馬
刺
、

ソ
ー
ス
か
つ
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

「
食
事
も
充
実
し
て
い
て
、
お
値
段
以
上

の
旅
で
し
た
。
秋
の
２
泊
３
日
の
旅
に
も

元
気
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
足
腰
を
大
切

に
仕
事
に
励
み
ま
す
」

往復航空機利用
2泊3日 7食付き

▶広々と開
放的な大正
屋の大浴場
「四季の湯」

◀明るく広
い大谷山荘
のロビーラ
ウンジ

　

  

観
る
秋

秘ひ

窯よ
う

の
里「
大お

お

川か
わ

内ち

山や
ま

」と「
水
郷
柳
川
」

　

３
０
０
有
余
年
の
歴
史
を
誇
る
伊
万

里
・
鍋
島
焼
伝
統
の
絵
柄
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、
北
原
白
秋
の
ふ
る
さ
と

で
有
名
な
「
水
郷
柳
川
」
の
川
下
り
で
旅

情
豊
か
な
景
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
三
名
塔
の
ひ
と
つ 

「
国
宝

　瑠
璃
光
寺
五
重
塔
」

　

奈
良
の
法
隆
寺
、
京
都
の
醍
醐
寺
の
五

重
塔
と
並
び
、
そ
の
建
築
美
で
日
本
三
名

塔
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
国
宝
で
す
。

大
河
ド
ラ
マ〝
花
燃
ゆ
〞の
舞
台 

「
萩
市
内
観
光
」

　

今
年
（
２
０
１
５
年
）
に
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
し
て
い
る
地
域
で
す
。
明
治

維
新
の
先
覚
者
・
吉
田
松
陰
ゆ
か
り
の
地

で
あ
り
、
２
０
１
８
年
の
『
明
治
維
新

１
５
０
年
』
を
控
え
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

  

食
す
秋

北
九
州・西
中
国
な
ら
で
は
の 

グ
ル
メ
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
！

１
日
目

　

イ
カ
の
活
き
作
り
発
祥
の

地
、
唐
津
・
呼
子
に
て
、
プ

リ
プ
リ
と
し
た
食
感
と
上
品

ツ

アーのポイント

ツ

アーのポイント

佐賀県

伊万里

唐津
福岡

柳川

門司

羽田へ

羽田より

萩（東光寺・松陰神社）

瑠璃光寺

福岡県
山口県

1日目
2日目
3日目

2日目・長門湯本温泉（泊）

1日目・
嬉野温泉（泊）

2日目・長門湯本温泉（泊）

1日目・
嬉野温泉（泊）

観光MAP

鈴木照雄 様
鈴木美代子 様

王子営業部お取引先

将
軍
「
家
光
公
」
の
廟

び
ょ
う

所し
ょ

（
＝
墓
所
）。

祖
父
・
家
康
公
の
そ
ば
に
死
後
も
仕
え
た

い
、
と
い
う
家
光
の
遺
言
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
ま
し
た
。「
初
公
開
の
家
康
公
御
位
牌
、

特
別
公
開
さ
れ
た
風
神
・
雷
神
像
も
見
学

で
き
、
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
。
御
位
牌

は
、
家
康
公
の
身
長
と
同
じ
高
さ
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
意
外
に
低
く
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
」
と
鈴
木
さ
ん
。

　

そ
の
後
、
鬼
怒
川
の
お
土
産
店
で
買
い

物
を
楽
し
ん
だ
後
、
チ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
五

峰
館
（
栃
木
県
那
須
町
）
で
昼
食
タ
イ
ム
。

再
び
バ
ス
の
車
窓
を
楽
し
み
な
が
ら
大お
お

桑か
ん

原ば
ら

つ
つ
じ
園
（
福
島
県
須
賀
川
市
）
へ
。

つ
つ
じ
や
し
ゃ
く
や
く
が
咲
き
誇
る
園
内

を
散
歩
し
ま
し
た
。

「
宿
泊
し
た
の
は
、
母
畑
温
泉
の
八
幡
屋

（
福
島
県
石
川
町
）
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
ぶ
り
が
、

そ
れ
は
見
事
で
し
た
。
そ
れ
に
、
山
海
の

日
光
山
輪
王
寺
大た

い

猷ゆ
う

院い
ん 

拝
観
と

母ぼ

畑ば
た

温
泉
八や

幡は
た

屋や

に
泊
ま
る
会
津
路
の
旅

夫
婦
で
楽
し
む
湯
、食
、歴
史
め
ぐ
り

▲古民家や庭園が見学できる大桑原つつじ園。会津藩
の大名がつつじの苗を当主にお礼として贈ったことが
始まり。春〜夏はしゃくなげ、ぼたんなども満開に。

▲日光山輪王寺大猷院の仁王門。口を開いた「阿
あ

形
ぎょう

」、
口を閉じた「吽

うん

形
ぎょう

」の２体の金剛力士像が見事。「阿
あ

吽
うん

の呼吸」という言葉の由来と言われる像だそう。

で
ほ
ど
良
い
甘
味
の
、
名
物
イ
カ
料
理
が

味
わ
え
ま
す
。

2
日
目

　

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
「
旧
門
司
三

井
倶
楽
部
」
に
て
ち
ょ
っ
と
贅
沢
に
、
ふ

ぐ
の
ス
テ
ー
キ
を
含
む
創
作
料
理
を
堪
能

し
ま
す
。

３
日
目

　

初
代
内
閣
総
理
大
臣
・
伊
藤
博
文
が
愛

し
た
日
本
の
ふ
ぐ
料
理
公
許
第
一
号
の
老

舗
ふ
ぐ
料
理
店
「
春
し
ゅ
ん

帆ぱ
ん

楼ろ
う

」
で
、
品
質
に

こ
だ
わ
っ
た
本
場
下
関
の
ふ
ぐ
を
豪
快
に

食
し
ま
す
。

　

  

く
つ
ろ
ぐ
秋

嬉う
れ
し
の野
温
泉「
嬉
野
観
光
ホ
テ
ル
大
正
屋
」

　

大
正
14
年
創
業
。
日
本
建
築
界
の
重
鎮
、

吉
村
順
三
氏
が
設
計
し
た
老
舗
の
宿
。

　

天
井
と
前
面
ガ
ラ
ス
窓
が
電
動
で
開
閉

で
き
る
の
が
特
徴
の
大
浴
場
「
四
季
の
湯
」

は
、
浴
槽
の
周
り
を
季
節
の
花
木
が
囲
み
、

自
然
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
ご
夕
食
は
、

佐
賀
牛
と
九
州
・
海
の
幸
会
席
で
舌
し
た
つ
づ
み鼓。

思
い
出
深
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

長
門
湯
本
温
泉「
大
谷
山
荘
」

　

第
38
回
（
２
０
１
４
年
）
プ
ロ
が
選
ぶ

日
本
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
１
０
０
選
の
総
合

ツ

アーのポイント

14
位
に
選
ば
れ
た
名
旅
館
。

　

渓
流
の
側
に
建
つ
大
谷
山
荘
は
、
風
格

の
あ
る
純
和
風
旅
館
な
が
ら
エ
ス
テ
や
天

体
ド
ー
ム
も
あ
り
、「
癒
し
」
の
ひ
と
と

き
と
、
ご
夕
食
の
長
州
割
烹
料
理
を
存
分

に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▲日本三名塔のひとつ、瑠璃光寺五重塔

北九州・西中国
やすらぎの宿と旨いものめぐり
秋の空は特に美しいと言われます。
季節の変化を告げる青

あおきた

北風が吹くと、木々が鮮やかに染まり始めます。
山や海など自然に恵まれた珠玉の秋をお楽しみください。

ベスト
シーズン！！

※詳しくはお取引店の窓口または営業担当者まで
　どうぞお気軽にお問い合わせください。

秋の国内旅行のお知らせ
“平成27年10～11月ご出発”

企画・協力
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レ
ン
ジ
メ
ン

ト
に
興
味
が

あ
っ
た
の
で

す
が
、
手
頃

な
教
室
が
な

く
、
た
ま
た

ま
見
つ
け
た

ア
ー
テ
ィ

シ
ャ
ル
フ
ラ

ワ
ー
の
教
室

に
通
う
こ
と

　
Ｊ
Ｒ
東
十
条
駅
前
に
あ
る
商
店
街
。
下
町

風
情
の
残
る
町
並
み
を
歩
い
て
い
く
と
、
や

が
て
色
と
り
ど
り
の
花
が
並
ぶ
店
舗
が
目
に

と
ま
り
ま
す
。
ミ
ニ
バ
ラ
、
カ
ラ
ー
、
ス

イ
ー
ト
ピ
ー
、
ダ
リ
ア
―
―
。
佐
藤
洋
子
さ

ん
が
オ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
ア
ー
テ
ィ
シ
ャ
ル

フ
ラ
ワ
ー
の
お
店
「
花
工
房　

か
な
え
」
で

す
。

　

ア
ー
テ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
と
は
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
素
材
で
つ

く
ら
れ
た
造
花
の
こ
と
。
生
花
に
迫
る
リ
ア

ル
さ
、
美
し
さ
が
魅
力
で
す
。
当
然
、
水
や

り
も
不
要
な
た
め
、
こ
ま
め
に
手
入
れ
が
で

き
な
い
方
や
忙
し
い
人
に
ぴ
っ
た
り
。
花
粉

や
匂
い
も
な
い
こ
と
か
ら
病
院
や
施
設
で
重

宝
さ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
時
代
に
合
っ
た
お

花
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
が
ア
ー
テ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー

に
出
会
っ
た
の
は
、
会
社
員
と
し
て
働
い
て

い
た
55
歳
の
と
き
。「
生
花
の
フ
ラ
ワ
ー
ア

佐
さ

藤
と う

洋
よ う

子
こ

 様 東十条支店 お取引先

さ わ や か シ ニ ア ラ イ フ

人の心に、笑顔で花を添える。

の
聞
き
役
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
と

か
。
月
１
回
、
お
店
で
開
く
講
習
会
も
世
間

話
に
花
が
咲
く
、
楽
し
い
集
い
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
き
れ
い
な
お
花
に
囲
ま
れ
て

元
気
に
な
っ
た
」「
思
い
切
り
話
し
た
ら
心

が
軽
く
な
っ
た
」
す
っ
か
り
お
店
の
フ
ァ
ン

に
な
り
、
遠
く
か
ら
足
を
運
ぶ
お
客
さ
ま
も

一
人
や
二
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
仕
事
を
し
な
が
ら
、
お
喋し
ゃ
べり

を
し
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と
時
が
流
れ
て
い
く
佐
藤
さ

ん
の
お
店
。「
会
社
員
時
代
は
こ
ん
な
仕
事

を
す
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
。

体
力
が
持
つ
限
り
、
続
け
た
い
で
す
ね
」

Text:Atsuko Nishikawa

▲「つくり方は簡単。花器に花材
用ワイヤーネットを接着剤で付ける。
あとは花や葉を差すだけです」

お客さま訪問

に
。
多
様
な
作
品
を
つ
く
る
楽
し
さ
に
夢
中

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
そ
ん
な
に
好
き

な
ら
お
店
を
開
い
た
ら
と
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
の
は
、
ご
主
人
で
し
た
。「
定
年
後
、

家
に
ひ
と
り
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
よ
り
、

お
店
で
作
品
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地

域
の
人
び
と
や
お
客
さ
ま
と
交
流
す
れ
ば
い

い
」

　

そ
れ
か
ら
10
年
。「
花
工
房　

か
な
え
」

は
、
若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
訪
れ
る
人
気
店

と
な
り
ま
し
た
。
近
く
に
病
院
が

あ
る
た
め
か
、
介
護
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
て
い
る
お
客
さ
ま
も
少
な
く

な
い
と
い
い
ま
す
。
接
客
を
し
て

い
る
つ
も
り
が
、
つ
い
つ
い
話
し

込
み
、
い
つ
の
ま
に
か
人
生
相
談

【
住
所
】北
区
東
十
条
４‒

13‒

２ 

山
田
ビ
ル
１
０
２

【
電
話
】０
３‒

３
９
２
７‒

８
９
０
３

【
営
業
時
間
】11
時
〜
17
時　
【
定
休
日
】火
曜
日

花
工
房

　か
な
え

▲花弁の付き具合といい、色合いといい生花と
見間違えるような自然さ。多彩なアレンジを楽
しむことができます。

息子が仕事先の方から譲り受けた猫
の“ちこ”。最初は飼うのを反対して
いたけれど、今では家族にとって大
切な存在です。　　　　　（蕨市・K
様）

我が家のアイドルはアメリカン
ショートヘアーの“ジュリ君”！大
人しく誰が来ても玄関へお迎えに行
きます。　　　　　（北区・芝﨑様）

我が家のペット紹介
自慢の家族を紹介します！

自慢のベストショットや、なにげない日常の１コマなど、
あなたのペット（犬、猫、小動物等）を撮影した写真をメッセージとともにお気軽にお送りください。

古代エジプトでは、ネズミなどによる穀物の食害に悩ま
されていたため、それら小動物を捕食するネコを好んで
飼育し大層可愛がったそうです。その後、ネコは交易に
よりヨーロッパをはじめとした世界各地へ広がるように
なりました。日本に渡ったのは奈良時代とされており、
経典などの大事な書物を守るために中国から連れて来ら
れたそうで、それからは貴族の間でネコが飼われるよう

になりました。江戸時代に入ると浮世絵にネコが描かれ
ることもあってちょっとしたネコブームが訪れたそうで
す。そして現在では、ネコは人間にとってより大切な癒
しの存在へとなっていったのです。

婦人服専門店なのに子供二人・
孫二人とも男ばかり！姫孫の生まれ
るまでメス猫の“たまちゃん”で
我慢か！！　　　（荒川区・齋藤様）

首輪をしたまま我が家に居座ること
数カ月。飼い主を捜したが現れず家
族の一員になった癒し系の“たま子”
です。　　　　　（川口市・I様）

我が家に来て3年になる“かおり”と“しおり”。体重は双方とも5キロ！私が横になると腕枕ですぐに眠ります。　　　　　（板橋区・田村様）

ペットとしてのネコの歴史豆 知 識

16年前に北海道からやってきた“うきちゃん”は「我が家の目覚まし時計」。おかげで規則正しい生活が送れます。ありがとう！（北区・中島様）
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こ
の
4
月
に
尾
久
中
央
支
店
か
ら
町
屋
支
店
に
異

動
に
な
り
、
ま
だ
町
屋
支
店
で
は
日
も
浅
い
で
す
が
、

前
の
支
店
で
は
〝
な
ん
で
も
相
談
し
や
す
い
川
島
さ

ん
〞
と
親
し
ま
れ
、
皆
さ
ま
に
と
て
も
可
愛
が
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、３
年
間
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

経
験
を
通
し
て
、
人
生
経
験
豊
か
な
お
客
さ
ま
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

社
経
営
の
お
客
さ
ま
か
ら
は
営
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、

商
店
主
の
お
客
さ
ま
か
ら
は
謙
虚
な
姿
勢
と
感
謝
の

心
を
、
ま
た
あ
る
時
は
妻
と
し
て
、
母
と
し
て
の
心

得
な
ど
…
様
々
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
個
人
的
に

は
３
人
の
子
供
の
母
親
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を

自
分
の
糧
と
し
て
私
自
身
成
長
出
来
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。　

　

町
屋
支
店
で
は
、
年
金
受
給
日
に
〝
感
謝
デ
ー
〞

真心を込めて
応対させていただきます。

と
し
て
年
金
を
お
受
取
り
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
さ

ま
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
私

達
も
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
と
お
会
い
出
来
る
日
な

の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
お
客
さ

ま
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
第
一
で
、
ま
た
何
よ
り
の

励
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
何
な
り
と
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
町
屋
の
皆

さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

真心を込めて
応対させていただきます。

年金アドバイザー
の活動日誌

No. 06

　

町
屋
支
店
で
は
、
年
金
受
給
日
に

身近な話題や情報などを
お寄せください

本会報誌は、色々な形でお客さまに参加して
いただくページを増やしております。
身近な話題や情報などございましたら、お知ら

せいただければ幸いです。今後の誌
面作りの参考にさせていた

だいたり、また、誌面
にてご紹介させてい
ただくこともございます。
 （事務局・M）

川島知春

町屋支店
年金アドバイザー

かわしま ちはる

せいただければ幸いです。今後の誌
面作りの参考にさせていた

 （事務局・M）

「歴史」を目撃する感動
　ほかのどんな本とも違う、空前絶後のシリーズです。宮内省、宮内庁が天皇皇后両陛下に奉呈した『実録』
には、『明治天皇紀』『大正天皇実録』『昭憲皇后実録』等がありますが、今回公刊がはじまった『昭和
天皇実録』もその流れの中に位置しています。そのご誕生から崩御まで、一人の人間の生涯というものを、
これほど克明に記述した書は、かつてなかったのではないでしょうか。
　勿論、歴史研究者にとっては宝の山でありますが、『昭和史』などの著作で有名な半藤一利氏も言うように、読者は物語としての豊

ほうじょう
饒な

魅力に圧倒されることでしょう。
　歴史書とも、ドキュメンタリーとも、物語とも違い、まさに明治から昭和、戦後という「歴史」そのものに没入する感動があります。
※『昭和天皇実録』　本文18冊＋索引１冊　平成27年3月より順次刊行、平成31年3月完結予定です。お求めはお近くの書店へどうぞ。

編集者がお薦めする一冊！
『昭和天皇実録 第一』『昭和天皇実録 第二』
宮内庁 【編修】

◉定価各本体：1890円（税別）
東京書籍
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●日本年金機構から、この件でお客さまに
電話やメールで連絡することは一切ありません。

●日本年金機構が、この件でお客さまに
お金やキャッシュカードを要求することは、一切ありません。

●日本年金機構が、この件でお客さまに
ＡＴＭの操作をお願いすることは、一切ありません。

ストップ詐欺被害
「年金情報流出」を口実にした
犯罪にご注意ください！

   　フリーダイヤル 0120-818211　 受付 8：30～21：00（平日および土日）
この件についてのお問い合わせは、日本年金機構専用電話窓口まで




